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令和4年度 

1級造園工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(工程又は品質管理)につき省略します。 

【問題 2】 

(1) (イ) 中間深さの 25cm～55cm 部分は S 値が 1～0.4cm/drop で非常に土壌が固くなって

おり、根の発達が困難な層が存在する。深さ60cmより深い部分は 1～1.8cm/drop

と植栽に向いた土壌であるため、深さ 20cm～60cm部分は土壌改良が必要である。 

 (ロ) 1）暗渠排水のための有孔管設置 

排水勾配を取りながら掘削し、防水シートを敷き、砕石で埋め戻す。 

2）土壌の透水性を改善するために行う土性改良工 

バックホウ、トレンチャーで植栽基盤を掘削し有孔管を設置し、砕石で埋め戻

し、土壌改良材として黒曜石パーライトを埋め戻し土に混合して埋め戻す。 

(2) (イ) ①灌水 

②枝の剪除と下枝のしおり 

③上鉢のかき取り 

 (ロ) 枝しおり・・・下枝を縄で上のほうに向けて幹にしばりつける。下枝から上方へ

順に行う。 

 (ハ) ・付近の風致に応じて見栄えよく、「表」「裏」を確かめて植え込む。 

・厚物の根巻材や化学繊維のひも、縄などは除去する。 

 (ニ) 樹木を植穴に埋め込んだ後、鉢を埋めながら水を注ぎ、鉢の周囲に戻し土が密着

するように、棒で泥をよくつつきながら埋め戻す。これを何度か繰り返して鉢を

埋める。その際、植穴に空隙や陥没がないようにする。 

 (ホ) 前年に根回しを行なっており、新しい根が伸びたところで風などによる振れがあ

ると根の伸長が阻害されるので、樹木の振れを防止する。 

(3) (a) 末口を上向きに 

 (b) ○(斜めに節止めに切る) 

 (c) (末口と元口が)互い違いになるように 

 (d) ○ 
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(4) 遊具の配置・・・子どもの動線の交錯、幼児用遊具と小学生用遊具の混在に注意する。 

設置面・・・・・高低差、設置面の凹凸に注意する。 

(5) 産業廃棄物管理票（マニフェスト） 

 

【問題 ３】 

(1)(イ)   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ロ) 1）Ａ → Ｃ → Ｅ → Ｊ→ Ｍ → Ｎ 

2）20日 

(ハ) 6日 

(ニ) 2日 

(ホ) 23日 

(ヘ) Ｅ 2日、Ⅰ 2日、Ｊ 1日 

(2) (イ) Ａ 直接費 

Ｂ 間接費 

Ｃ 最適工期 

 (ロ) ア (労務費) 

ウ (材料費) 

オ (機械運転費) 

(3) (イ) バーチャート工程表・・・・各作業の工期が明確にわかる。 

累計出来高曲線工程表・・・作業の進行度合いがわかる。施工速度の良否が判

断できる。 

 (ロ) 62.5％ 

(4) ・材料の手配が施工量の増大に間に合わず、作業員の手待ちが生じる。 

・品質低下により手直し作業が増加する。 

・1日の作業交代に伴う現場経費の増加。 

・作業員、施工機械の施工量が平均化されないため原価が上昇する。 

・・・等 
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【問題 4】 

(1) (イ) 1）測定方向により幅に長短のある場合は、最長と最短の平均値とする。 

なお、一部の突出した枝は含まない。 

2）ア・イ 

 (ロ) 1）樹皮(肌)・・・損傷がないか、その痕跡がほとんど目立たず、正常な状態を保

っていること。 

枝  ・・・樹種の特性に応じた枝を保ち、徒長枝、枝折れ等の処理、及び

必要に応じ適正な剪定が行われていること。 

2）ほふく茎・・・ほふく茎が、生気ある状態で密生していること。 

雑草等 ・・・石が混じったり、雑草、異品種等が混入していないこと。また

根際に刈りカスや枯葉等が堆積していないこと。 

3）  葉  ・・・正常な葉形、葉色、密度を保ち、しおれや衰弱した葉がなく、

生き生きしていること。 

 (ハ) ①移植後の活着の促進を図る。 

②厳冬期は、凍害による霜割れを防ぐ。 

③盛夏期は、直射日光による日焼けを防止する。 

幹肌の薄い樹木や暖地産の樹木、大木・老木、不適期の移植樹木などにワラや

コモ、幹巻テープなどの保護材により樹皮を覆う。 

(2) (イ) Ａ 排水性 

Ｂ 根腐れ 

Ｃ 団粒 

 (ロ) 「可」・・・イ・ウ 

「良好」・・エ 
※（ア）[(605－600)÷(20－0)]×60＝15    [(610－605)÷(40－20)]×60＝15 
 （イ）[(615－600)÷(20－0)]×60＝45    [(630－615)÷(40－20)]×60＝45 
 （ウ）[(625－600)÷(20－0)]×60＝75    [(645－625)÷(40－20)]×60＝60 
 （エ）[(640－600)÷(20－0)]×60＝120      [(680－640)÷(40－20)]×60＝120 

 

【問題 5】 

(1) (イ) 1) ・新規入場者は基本的知識の不足、作業環境に不慣れなため、災害を発生さ

せる割合が高いため。 

・新規入場者が現場の状況、危険箇所や現場のルール等について十分な知

識・情報がないため、被災率が高くなる。 

 (ロ)  ・労働者が混在して作業を行う場所の状況。 

・危険を生ずる箇所の状況。 

・混在作業場所において行われる作業相互の関係。 

・指揮命令系統の周知。 

・担当する作業内容と労働災害防止対策。 

・安全衛生に関する規定。 

・・・等 
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(2) (イ) ・気象情報などは、常に入手に努め、事務所や作業場所への異常情報伝達のため、

複数の手段を確保し、瞬時に連絡できるようにする。 

・大雨等により、大型機械などの設置場所への冠水流出、地盤の緩み、転倒の恐

れがある場合は、早めに適切な場所への退避、又は転倒防止措置をとる。 

・監視人を置き、常に河川の増水状態を把握し、サイレン、非常ベル等の警報用

設備を設け、関係者にその位置及び使用方法を周知する。 

・作業開始後、1時間ごとの降雨量を把握し、かつ記録しておく。 

 (ロ) ・作業休止時間や休憩時間を確保しておく。 

・作業場所にスポーツドリンクを備えつける等、作業者が水分や塩分を容易に補

給できるようにしておく。 

・・・等 

(3)  ・運転者から見やすく安全な場所に位置する。 

・移動式クレーンの運転について定められた一定の合図により、合図を行う。 

・合図は明瞭に行う。 

・・・等 

(4) (イ) ・アウトリガーを最大限張り出すこと。 

・地盤の不同沈下を防止すること。 

・路肩の崩壊を防止すること。 

・・・等 

 (ロ) ・作業床から身を乗り出して作業をしない。 

・無理な姿勢で、枝の引き寄せ等をしない。 

 (ハ) (ａ)フルハーネス型 

(ｂ)○ 

       


